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変状弱面の分布範囲の特定の流れ
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(1) 変状弱面の分布の整理

ps-１弱面
シームS-11の延長上の段丘堆積物中の不連続面からシームS-11上盤の強風化部が
シームS-11に接する範囲に限定して分布する。

pd系弱面
主としてps-１弱面下盤の成層構造が発達する部分に限定して分布する。
成層構造が発達する部分の下端までは分布しない。

• ps-１弱面は，シームS-11延長上の段丘堆積物中の不連続面からシームS-11上盤の強風化部がシームS-11に接する範囲に分布が限定される
• pd系弱面は，主としてps-１弱面下盤の成層構造が発達する部分の強風化部に分布が限定され，成層構造が発達する部分の下端までは分布しない

4.3 変状弱面の分布範囲の特定（1/19）

(2) 変状弱面の分布範囲の特定

• 変状弱面は，シームS-11付近の強風化部に分布が限定され，シームS-11付近の新鮮部及び弱風化部，並びにシームS-11付近以外の岩盤には分布しない
• 変状弱面は，ps-１弱面とpd系弱面がセットで分布し，少なくともpd系弱面のみが分布することはない

シームS-11付近 シームS-11付近以外

強風化部

①シームS-11付近の強風化部

• ps-１弱面は分布する
• pd系弱面は分布する

③シームS-11付近以外の強風化部

• ps-１弱面は分布しない
• pd系弱面は分布しない

新鮮部及び
弱風化部

②シームS-11付近の新鮮部及び弱風化部

• ps-１弱面は分布しない
• pd系弱面は分布しない

④シームS-11付近以外の新鮮部及び弱風化部

• ps-１弱面は分布しない
• pd系弱面は分布しない

変状弱面の分布する「①シームS-11付近の強風化部」において，ps-１弱面及びpd系弱面の分布範囲を検討する。



検討方針
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4.3 変状弱面の分布範囲の特定（2/19）

4.1章（1） 変状の分布

変状はシームS-10，S-11付近の強風化部の一部及びその直上の段丘堆積物中
に限定して分布する。少なくとも新鮮部には分布せず，地下深部には分布しない。

変状弱面の分布範囲について，変状の分布（4.1章参照）を踏まえ，下記の
（1）で変状弱面の分布を整理し,（2）で変状弱面の分布範囲を特定する。

（1） 変状弱面の分布の整理
• シームS-11の分布及び岩盤の風化程度により，下記の①～④の岩盤に

区分し，変状弱面の分布の有無を整理する。

① シームS-11付近の強風化部

② シームS-11付近の新鮮部及び弱風化部

③ シームS-11付近以外の強風化部

④ シームS-11付近以外の新鮮部及び弱風化部

（2）変状弱面の分布範囲の特定

• （1）で整理した変状弱面の分布する岩盤において，ps-１弱面及びpd系弱
面の分布範囲を特定する。



 ps-１弱面  No.３法面  (P.4-85参照)  ps-１弱面  法面①  (P.4-89参照)

 pd系弱面  Ts-６ｂ法面  (P.4-86参照)  pd系弱面  法面①  (P.4-90参照)

 (P.4-84参照)

新鮮部
及び

弱風化部

 ② シームS-11付近の
     新鮮部及び弱風化部

 ④ シームS-11付近以外の
     新鮮部及び弱風化部

シームS-11付近 シームS-11付近以外

強風化部

 ① シームS-11付近の強風化部
 ③ シームS-11付近以外の
　　 強風化部

 ps-１弱面  ps-１弱面

 pd系弱面  pd系弱面  法面①

 法面①  (P.4-87参照)

 (P.4-88参照)

 Ts-６法面  (P.4-83参照)

 Ts-６法面

• シームS-11の分布及び岩盤の風化程度により，①シームS-11付
近の強風化部，②シームS-11付近の新鮮部及び弱風化部，③シ
ームS-11付近以外の強風化部，並びに④シームS-11付近以外
の新鮮部及び弱風化部の４通りに区分する。

• 表１に示す詳細観察箇所を例として，変状弱面の分布を整理する
（他の詳細地質観察結果については補足説明資料５章参照）。

Ts-６法面

法面①

注） シームS-10及びシームS-11層準
(FT5-3＊)の位置は，ボーリング，ト
レンチ及び法面の調査結果に基づく。

No.３法面

4-82第804回審査会合
資料１－１ P.4-5 一部修正

Ts-６ｂ法面

（1）変状弱面の分布の整理（1/10）：変状弱面の分布の有無の観察位置

シームS-10が第四系基底面，掘削面等に現れる位置

シームS-11層準(FT5-3＊)が第四系基底面，掘削面等に
現れる位置

凡 例

トレンチ ・ 法面Ts-６

表１ 変状弱面の分布の有無の観察位置

* : シームS-11を挟在する細粒凝灰岩の鍵層名。

4.3 変状弱面の分布範囲の特定（3/19）

Ts-８トレンチ

Ts-７トレンチ

Tf-５（a）トレンチ



Ｍ１面段丘堆積物

ローム層

ローム層（砂質）

T.P.23ｍT.P.23ｍ
粗粒凝灰岩

腐植土
埋土

淡灰色火山礫凝灰岩

凝灰角礫岩

強風化部下限

地質境界

T.P.23ｍ T.P.23ｍ

詳細位置図

詳細位置図

位置図
。

4-83第804回審査会合
資料１－１ P.4-56 一部修正

（1）変状弱面の分布の整理（2/10） ：
① シームS-11付近の強風化部（1/2）：ps-１弱面

Ts-６法面では，ps-１弱面はシームS-11延長上の段丘堆積物中の不連続面からシームS-
11上盤の強風化部がシームS-11に接する範囲に分布する。

4.3 変状弱面の分布範囲の特定（4/19）

注１） 法面写真及び針貫入試験結果については，補足説明資料P.2-10参照。

注２） 地質スケッチは，第646回審査会合以降追加取得した調査データを含む。

Ts-６法面地質スケッチ

鉛直地質断面図

Ｍ１面段丘堆積物

洞爺火山灰 検出箇所

凡 例

第四系中の不連続面

変位を伴う不連続面及び節理

ps-１弱面

段丘堆積物中の不連続面



（1）変状弱面の分布の整理（3/10）：
① シームS-11付近の強風化部（2/2）：pd系弱面

4.3 変状弱面の分布範囲の特定（5/19）

詳細位置図
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Ts-６法面では，pd系弱面は，シームS-11付近の強風化部において，ps-１弱面とセットで
分布し，主としてps-1弱面下盤の成層構造が発達する部分に限定して分布する。

Ｍ１面段丘堆積物

ローム層

ローム層（砂質）

T.P.23ｍT.P.23ｍ
粗粒凝灰岩

腐植土
埋土

淡灰色火山礫凝灰岩

凝灰角礫岩

強風化部下限

地質境界

T.P.23ｍ T.P.23ｍ

Ts-６法面地質スケッチ

鉛直地質断面図

注１） 法面写真及び針貫入試験結果については，補足説明資料P.2-10参照。

注２） 地質スケッチは，第646回審査会合以降追加取得した調査データを含む。

第804回審査会合
資料１－１ P.4-56 一部修正

詳細位置図

位置図
。

Ｍ１面段丘堆積物

洞爺火山灰 検出箇所

凡 例

第四系中の不連続面

変位を伴う不連続面及び節理

ps-１弱面

段丘堆積物中の不連続面

成層構造が
発達する部分

pd系弱面



No.３法面写真

SN

シーム
S-11

Ｍ３面段丘堆積物

淡灰色火山礫凝灰岩

シーム
S-11

No.３法面スケッチ

T.P.+12m

淡灰色火山礫凝灰岩

＊２：風化部は，主に強風化部から成り，下部に薄い弱風化部を含む。
＊３：段丘堆積物直下のシームS-11が分布する風化部は弱風化部から成る。

位置図

No.３法面

原子炉建屋設置位置

注） シームS-11層準(FT5-3＊１)
の位置は各トレンチ・法面
での調査結果に基づく。

＊１：シームS-11を挟在する細粒
凝灰岩の鍵層名。

Ｍ３面段丘堆積物

凡 例

風化部下限＊２

上
部
層

易
国
間
層

第
四
紀

新
第
三
紀

中
新
世

第804回審査会合
資料１－２ P.34 一部修正

（1）変状弱面の分布の整理（4/10）：
②シームS-11付近の新鮮部及び弱風化部（1/2）：ps-１弱面

4-85

No.３法面では，シームS-11付近の新鮮部及び弱風化部＊３において，上盤が上方
に変位しておらず，ps-１弱面は分布しない。

4.3 変状弱面の分布範囲の特定（6/19）
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位置図 注２） Ts-６法面との位置関係の詳細については補足説明資料P.2-15参照。

• Ts-６ｂ法面は，pd系弱面の分布するTs-６法面の下部に
位置し，シームS-11付近の成層構造が発達する部分が
新鮮部に分布する。

• Ts-６ｂ法面では，成層構造が発達する部分に低角の変
位を伴う不連続面は分布するが，傾斜方向に明瞭な条
線は認められないことから，pd系弱面は分布しない。

注１） シームS-11層準(FT5-3＊１)
の位置は各トレンチ・法面
での調査結果に基づく。

＊１：シームS-11を挟在する細粒
凝灰岩の鍵層名。

4.3 変状弱面の分布範囲の特定（7/19）

拡大図

Ts-６ｂ法面スケッチ範囲

詳細位置図

Ts-６ｂ法面

拡大図の範囲

詳細位置図

淡灰色火山礫凝灰岩
（新鮮部）

NW

Ts-６ｂ法面スケッチ

シームS-11
ps-１弱面

Ts-６ｂ法面写真

成層構造が発達する部分

SE

（1）変状弱面の分布の整理（5/10）：
②シームS-11付近の新鮮部及び弱風化部（2/2）：pd系弱面

淡灰色火山礫凝灰岩
（強風化部）

盛土及び人工改変土



腐植土

ローム層

Ｍ１面段丘堆積物（礫混じり細砂）

Ｍ１面段丘堆積物（円礫を含む砂礫）

淡灰色火山礫凝灰岩

W E

法面① スケッチ

法面① 写真

（強風化部）
（強風化部）

（新鮮部）

4-87第804回審査会合
資料１－１ P.4-65 一部修正

（1）変状弱面の分布の整理（6/10）：③シームS-11付近以外の強風化部（1/2）：ps-１弱面

法面①では，シームS-11付近以外の強風化部において，シームが分布せず，
ps-１弱面は分布しない。

＊２

＊２：風化部は，主に強風化部から成り，下部に薄い弱風化部を含む。

位置図

注） シームS-11層準(FT5-3＊１)
の位置は各トレンチ・法面での調
査結果に基づく。

＊１：シームS-11を挟在する細粒
凝灰岩の鍵層名。

法面①

（新鮮部）

4.3 変状弱面の分布範囲の特定（8/19）



腐植土

ローム層

Ｍ１面段丘堆積物（礫混じり細砂）

Ｍ１面段丘堆積物（円礫を含む砂礫）

淡灰色火山礫凝灰岩

法面① スケッチ

法面① 写真

4-88第804回審査会合
資料１－１ P.4-65 一部修正

（1）変状弱面の分布の整理（7/10）：③シームS-11付近以外の強風化部（2/2）：pd系弱面

法面①では，シームS-11付近以外の強風化部において，低角の変位を伴う不連続面が認められず，
pd系弱面は分布しない。

（強風化部）
（強風化部）

＊２

＊２：風化部は，主に強風化部から成り，下部に薄い弱風化部を含む。

位置図

注） シームS-11層準(FT5-3＊１)
の位置は各トレンチ・法面での調
査結果に基づく。

＊１：シームS-11を挟在する細粒
凝灰岩の鍵層名。

法面①

4.3 変状弱面の分布範囲の特定（9/19）

W E

（新鮮部） （新鮮部）



＊２

腐植土

ローム層

Ｍ１面段丘堆積物（礫混じり細砂）

Ｍ１面段丘堆積物（円礫を含む砂礫）

淡灰色火山礫凝灰岩

法面① スケッチ

法面① 写真

4-89第804回審査会合
資料１－１ P.4-65 一部修正

（1）変状弱面の分布の整理（8/10）：④シームS-11付近以外の新鮮部及び弱風化部（1/2）：ps-１弱面

法面①では，シームS-11付近以外の新鮮部及び弱風化部において，
シームが分布せず， ps-１弱面は分布しない。

（強風化部）

（強風化部）

＊２：風化部は，主に強風化部から成り，下部に薄い弱風化部を含む。

位置図

注） シームS-11層準(FT5-3＊１)
の位置は各トレンチ・法面での調
査結果に基づく。

＊１：シームS-11を挟在する細粒
凝灰岩の鍵層名。

法面①

4.3 変状弱面の分布範囲の特定（10/19）

W E

（新鮮部）（新鮮部）



腐植土

ローム層

Ｍ１面段丘堆積物（礫混じり細砂）

Ｍ１面段丘堆積物（円礫を含む砂礫）

淡灰色火山礫凝灰岩

法面① スケッチ

法面① 写真

4-90第804回審査会合
資料１－１ P.4-65 一部修正

（1）変状弱面の分布の整理（9/10）：④シームS-11付近以外の新鮮部及び弱風化部（2/2）：pd系弱面

法面①では，シームS-11付近以外の新鮮部及び弱風化部において，低角の変位を伴う不連続面
が認められず，pd系弱面は分布しない。

（強風化部）

（強風化部）

（新鮮部） （新鮮部）

＊２

＊２：風化部は，主に強風化部から成り，下部に薄い弱風化部を含む。

位置図

注） シームS-11層準(FT5-3＊１)
の位置は各トレンチ・法面での調
査結果に基づく。

＊１：シームS-11を挟在する細粒
凝灰岩の鍵層名。

法面①

4.3 変状弱面の分布範囲の特定（11/19）

W E
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（1）変状弱面の分布の整理（10/10） ：まとめ

○： 分布する

×： 分布しない

凡例

シームS-11の分布及び岩盤の風化程度により，①シームS-11付近の強風化部，②シームS-11付近の新鮮部及び弱風化部，③シーム
S-11付近以外の強風化部，並びに④シームS-11付近以外の新鮮部及び弱風化部の４通りに区分した。これらの詳細観察箇所の変状
弱面の分布を表１に整理した。

4.3 変状弱面の分布範囲の特定（12/19）

• 変状弱面は，シームS-11付近の強風化部に分布が限定され，シームS-11付近の新鮮部及び弱風化
部，並びにシームS-11付近以外の岩盤には分布しない
• 変状弱面は，ps-１弱面とpd系弱面がセットで分布し，少なくともpd系弱面のみが分布することはない

表１ シームS-11の分布及び岩盤の風化程度による変状弱面の分布

シームS-11付近 シームS-11付近以外

強風化部
①シームS-11付近の強風化部
ps-１弱面 ： ○
pd系弱面 ： ○

③シームS-11付近以外の強風化部
ps-１弱面 ： ×
pd系弱面 ： ×

新鮮部及び
弱風化部

②シームS-11付近の新鮮部及び弱風化部
ps-１弱面 ： ×
pd系弱面 ： ×

④シームS-11付近以外の新鮮部及び弱風化部
ps-１弱面 ： ×
pd系弱面 ： ×

変状弱面が
分布する箇所



（余白）

4-92



• 変状弱面の分布する「①シームS-11付近の強風化部」に
おいて，ps-１弱面及びpd系弱面の分布範囲を検討する。

• ps-１弱面の分布範囲については，ps-１弱面の上端から
下端までの分布を確認することができるTs-７トレンチとそ
の延長のTf-５(a)トレンチにより検討する。

• pd系弱面の分布範囲については，pd系弱面の上端から
下端までの分布を同一の露頭で確認できるTs-８トレンチ
及び成層構造が発達する部分の下端まで確認できるTs-
６法面により検討する。

Ts-８トレンチ

注） シームS-10及びシームS-11層準
(FT5-3＊)の位置は，ボーリング，ト
レンチ及び法面の調査結果に基づく。

Ts-７トレンチ
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（2）変状弱面の分布範囲の特定（1/6）：分布範囲の検討位置

シームS-10が第四系基底面，掘削面等に現れる位置

シームS-11層準(FT5-3＊)が第四系基底面，掘削面等に
現れる位置

凡 例

トレンチ ・ 法面Ts-７

表 ps-１弱面及びpd系弱面の分布範囲の検討位置

* : シームS-11を挟在する細粒凝灰岩の鍵層名。
Tf-５(a)トレンチ

4.3 変状弱面の分布範囲の特定（13/19）

ps-１弱面
Ts-７トレンチ～Tf-５（a）トレンチ

（ps-１弱面の上端から下端まで確認できる箇所）
（P.4-94参照）

pd系弱面

Ts-８トレンチ
（pd系弱面の下端まで同一の法面で確認できる箇所）
（P.4-95，4-96参照）

Ts-６法面
（成層構造が発達する部分の下端まで確認できる箇所）
（P.4-97参照）

Ts-６法面
法面①

No.３法面

Ts-６ｂ法面



断面位置図

Tf-５(a)
トレンチ

Ts-７
トレンチ

0               100m

29

28

27 

T.P.
30m

Ｍ１面段丘堆積物2

淡灰色火山礫凝灰岩

Ｍ１面段丘堆積物1

淡灰色火山礫凝灰岩

N S

淡灰色火山礫凝灰岩

細粒凝灰岩 シームS-11

粗粒凝灰岩
/細粒凝灰岩互層

T.P.29m

T.P.27m

E                                                                          W

Ｔｆ-５(a)トレンチ南側法面スケッチ Ts-７トレンチ東側法面スケッチ

cf-305
SB-038 Ts-8-p1

SB-020
Ts-7-4

T-T’断面図（Tf-５(a)トレンチ～Ts-７トレンチ）

T T’

Tf-５(a)トレンチ

Ts-７トレンチ

シームS-11

強風化部

弱風化部
強風化部に比べて薄い。

淡灰色火山礫凝灰岩

凝灰角礫岩

淡灰色火山礫凝灰岩

第四系

盛土及び人工改変土

cf-３断層＊

Ts-7-4

SB-020

Ts-8-p1

SB-038

cf-305

粗粒凝灰岩

凡 例

ps-１弱面
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（2）変状弱面の分布範囲の特定（2/6）：ps-１弱面の分布範囲：Tf-５(a)トレンチ～Ts-７トレンチ

4.3 変状弱面の分布範囲の特定（14/19）

• Ts-７トレンチでは，ps-1弱面はシームS-11付近の強風化部及びその延長上の段丘堆積物中の
不連続面に分布する。
• Tf-５(a)トレンチでは，シームS-11付近の弱風化部がシームに接しており，シームS-11はcf-３断層

に切られ，それ以降シームに変位はないことから，ps-１弱面は分布しないと判断され，ps-１弱面
の分布はシームS-11上盤の強風化部がシームに接する範囲に限定される。
• したがって，ps-１弱面は，シームS-11延長上の段丘堆積物中の不連続面からシームS-11上盤の

強風化部がシームS-11に接する範囲に限定される。

ps-１弱面

シームS-11がcf-３断層に切断されている(補足説明資料P.4-16参照)。

*：cf-３断層には後期更新世以降の活動性は認められない（第804回審査会合資料１－１，P.2-32参照）。
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（小段）

Ｍ１面段丘堆積物

ローム層（シルト質）

ローム層

腐植土

淡灰色火山礫凝灰岩

（強風化部）

細粒凝灰岩

Ts-８トレンチ北側法面スケッチ〔現地調査時(H30.11)の観察面〕

シームS-11

SW NE

Ts-８トレンチ北側法面写真

（小段）

注１） 本写真及びスケッチは，設置変更許可申請時（H26.12）より数10ｃｍ奥
側の観察面で，第646回審査会合以降に追加取得したデータ。

注２） 位置図はP.4-93参照。
注３） 連続性の大きいpd系弱面（W32，W35）は法面下部で消滅し（補足説明

資料P.5-23参照），それ以外のpd系弱面は上方へ連続せず連続性が
小さい。

（2）変状弱面の分布範囲の特定（3/6）：pd系弱面の分布範囲（1/3）：Ts-８トレンチ（1/2）

細粒凝灰岩

層

埋土

pd系弱面

成層構造が
発達する部分

変位を伴う不連続面
及び節理

凡 例

北側法面スケッチ範囲

位置図

Ts-８トレンチ北側法面では，pd系弱面は主としてps-1弱面
下盤の成層構造が発達する部分に限定して分布する。

ps-１弱面

ps-１弱面



SW

淡灰色火山礫凝灰岩

細粒凝灰岩

淡灰色火山礫凝灰岩

シームS-11を変位させているpd系弱面
（法面下部では変位量０ｃｍ） NE

Ts-８トレンチ北側法面スケッチ〔現地調査時(H30.11)の観察面〕

（小段）左図拡大範囲

Ｍ１面段丘堆積物

ローム層（シルト質）

ローム層

腐植土

NE
SW

シームS-11
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Ts-８トレンチ北側法面スケッチ（拡大）
〔現地調査時(H30.11)の観察面〕

（2）変状弱面の分布範囲の特定（4/6）：pd系弱面の分布範囲（2/3）：Ts-８トレンチ（2/2）

4.3 変状弱面の分布範囲の特定（16/19）

層

細粒凝灰岩

段丘堆積物中の不連続面

変位を伴う不連続面
及び節理

pd系弱面の変
位方向と見掛
けの鉛直変位
量（ｃｍ）

成層構造が
発達する部分

pd系弱面

凡 例

ps-１弱面

• pd系弱面の下端の分布について，pd系弱面と葉理との関係及び変位量の分布により検討する。
• pd系弱面の変位量は，pd系弱面の形成時に生じた変位量と，pd系弱面の元となる低角の変位を伴う不連続面の形成時に生じた変位

量とを明確に区別することはできないが，法面下部に向かって小さくなり，法面下部では０ｃｍとなるため，少なくともpd系弱面の形成時
に生じた変位量は，法面下部では０ｃｍとなると判断される。

• また，pd系弱面の変位・変形は，法面下部の直線的な葉理には及んでおらず，法面下部では消滅する。
• したがって，pd系弱面は成層構造が発達する部分の下端までは分布していない。

淡灰色火山礫凝灰岩

（強風化部）

細粒凝灰岩

pd系弱面の形成時に生じた変位量は，
法面下部の直線的な葉理で０ｃｍとなる。



4.3 変状弱面の分布範囲の特定（17/19）

詳細位置図
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• Ts-６法面では，成層構造が発達する部分の下端までを同一の露頭で確認できないが，ボー
リング調査に基づく鉛直地質断面図では，成層構造が発達する部分の下端まで確認できる。

•鉛直地質断面図では，地質境界が直線的に分布し変位・変形が認められないため，pd系弱
面は成層構造が発達する部分の下限まで分布していない。

Ｍ１面段丘堆積物

ローム層

ローム層（砂質）

T.P.23ｍT.P.23ｍ
粗粒凝灰岩

腐植土
埋土

淡灰色火山礫凝灰岩

凝灰角礫岩

強風化部下限

地質境界

T.P.23ｍ T.P.23ｍ

注１） 法面写真及び針貫入試験結果については，補足説明資料P.2-10参照。

Ts-６法面地質スケッチ

鉛直地質断面図

注２） 地質スケッチは，第646回審査会合以降追加取得した調査データを含む。

（2）変状弱面の分布範囲の特定（5/6）：pd系弱面の分布範囲（3/3）：Ts-６法面

詳細位置図

位置図
。

Ｍ１面段丘堆積物

洞爺火山灰 検出箇所

凡 例

第四系中の不連続面

変位を伴う不連続面及び節理

ps-１弱面

段丘堆積物中の不連続面

成層構造が
発達する部分

pd系弱面
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（2）変状弱面の分布範囲の特定（6/6） ：まとめ

ps-１弱面 シームS-11延長上の段丘堆積物中の不連続面からシームS-11上盤の強風化部が
シームS-11に接する範囲に限定して分布する。

pd系弱面 主としてps-１弱面下盤の成層構造が発達する部分に限定して分布する。
成層構造が発達する部分の下端までは分布しない。

• 変状弱面の分布するシームS-11付近の強風化部において，ps-１弱面及びpd系弱面
それぞれの分布範囲を特定した。

• ps-１弱面は，シームS-11延長上の段丘堆積物中の不連続面からシームS-11上盤の強風化部が
シームS-11に接する範囲に分布が限定される
• pd系弱面は，主としてps-１弱面下盤の成層構造が発達する部分の強風化部に分布が限定され，

成層構造が発達する部分の下端までは分布しない

4.3 変状弱面の分布範囲の特定（18/19）



(1) 変状弱面の分布の整理
シームS-11の分布及び岩盤の風化程度により，①シームS-11付近の強風化部，②シームS-11付近の新鮮部及び弱風化
部，③シームS-11付近以外の強風化部，並びに④シームS-11付近以外の新鮮部及び弱風化部の４通りに区分した。

① シームS-11付近の強風化部

• ps-１弱面は分布する。

• pd系弱面は分布する。

② シームS-11付近の新鮮部及び弱風化部

• ps-１弱面及びpd系弱面は分布しない。

③ シームS-11付近以外の強風化部

• ps-１弱面及びpd系弱面は分布しない。

④ シームS-11付近以外の新鮮部及び弱風化部

• ps-１弱面及びpd系弱面は分布しない。

(2) 変状弱面の分布範囲の特定
ps-１弱面

• シームS-11延長上の段丘堆積物中の不連続面からシームS-11上盤の強風化部がシームS-11に接する範囲に限定して
分布する。

pd系弱面

• 主としてps-１弱面下盤の成層構造が発達する部分に限定して分布する。

• 成層構造が発達する部分の下端までは分布しない。

まとめ
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4.3 変状弱面の分布範囲の特定（19/19）

• ps-１弱面は，シームS-11延長上の段丘堆積物中の不連続面からシームS-11上盤の強風化部がシーム
S-11に接する範囲に分布が限定される
• pd系弱面は，主としてps-１弱面下盤の成層構造が発達する部分の強風化部に分布が限定され，成層構

造が発達する部分の下端までは分布しない

• 変状弱面は，シームS-11付近の強風化部に分布が限定され，シームS-11付近の新鮮部及び弱風化
部，並びにシームS-11付近以外の岩盤には分布しない
• 変状弱面は，ps-１弱面とpd系弱面がセットで分布し，少なくともpd系弱面のみが分布することはない



（余白）
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4.4 変状弱面の分布評価範囲による基準適合性の評価

1. 敷地の断層等の概要
1.1 敷地の調査

1.2 敷地の地形

1.3 敷地の地質・地質構造

1.4 敷地の断層等の分類

1.5 敷地の断層等の評価概要

1.5.1 断層等の活動性評価の考え方

1.5.2 断層等と重要な安全機能を有する施設との関係

1.5.3 断層等の総合評価

2. 断層

3. シーム

4. 後期更新世に生じた変状
4.1 変状の特徴と基準適合性の評価対象

4.2 変状弱面の形成メカニズムの検討

4.3 変状弱面の分布範囲の特定

4.4 変状弱面の分布評価範囲による基準適合性の評価

4.5 変状のまとめ

5. まとめ



4.4 変状弱面の分布評価範囲による基準適合性の評価（1/9）

変状弱面の分布評価範囲による基準適合性の評価の流れ

(1) 変状弱面の分布評価範囲

(3) 基準適合性の評価
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• 変状弱面は重要な安全機能を有する施設の基礎地盤に分布しないことから，第四条＊対象と判断される
• 変状弱面は第四条＊対象であり，地下深部に続かず震源として考慮する活断層に該当しない
• したがって，変状弱面は基準に照らして，重要な安全機能を有する施設の安全上問題とならない

変状弱面の分布評価範囲は重要な安全機能を有する施設に位置しないことから，重要な安全機能を有する施設の基礎地盤には変状弱面は分布しない

(2) 重要な安全機能を有する施設との位置関係

変状弱面のうち連続性の大きいps-１弱面に着目し，ps-１弱面の影響が及ぶ範囲を「変状弱面の分布評価範囲」として，
重要な安全機能を有する施設との位置関係を評価する

• ps-１弱面は，シームS-11延長上の段丘堆積物中の不連続面からシームS-11上盤の強風化部がシームS-11に接する範囲に分布が限定される
• pd系弱面は，主としてps-１弱面下盤の成層構造が発達する部分の強風化部に分布が限定され，成層構造が発達する部分の下端までは分布しない
• 変状弱面は連続性の大きいps-１弱面とその付近に多く分布する連続性の小さいpd系弱面がセットで分布し，少なくともpd系弱面のみが分布することはない

*：実用発電用原子炉及びその附属施設の位置，構造及び設備の基準に関する規則
（平成二十五年六月二十八日原子力規制委員会規則第五号）。



検討方針
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変状弱面の分布評価範囲と重要な安全機能を有する施設との位置関係について，下記
の（1）～（3）の順で検討し，基準適合性を評価する。

（1）変状弱面の分布評価範囲

• 変状弱面のうち，連続性の大きいps-１弱面に着目し，ps-１弱面の影響が及ぶ範囲
を検討する。

（2）重要な安全機能を有する施設との位置関係

• （1）で設定した「変状弱面の分布評価範囲」と重要な安全機能を有する施設との位
置関係を検討する。

（3）基準適合性の評価

• （2）の重要な安全機能を有する施設との位置関係を踏まえ，基準適合性を評価する。

4.4 変状弱面の分布評価範囲による基準適合性の評価（2/9）



（1）変状弱面の分布評価範囲（1/2）
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図１ 変状弱面の分布評価範囲の概念断面図

表土・ローム層

Ｍ１面段丘堆積物

地表

cf-３断層

ps-１弱面の分布範囲（4.3章）

pd系弱面の分布範囲（4.3章）

凝灰角礫岩（新鮮部）

成
層
構
造
が

発
達
す
る
部
分

凝灰角礫岩
（弱風化部）

淡灰色火山礫凝灰岩（強風化部）

新
鮮
部

風
化
部

ps-１弱面の影響が及ぶ範囲＝「変状弱面の分布評価範囲」

シームS-11

①ps-１弱面に着目し
「シームが風化部下限と交差する
位置」まで保守的に広げた範囲

②ps-１弱面に着目し
「強風化部中の成層構造が
発達する部分の下限」まで

保守的に広げた範囲

淡灰色火山礫凝灰岩（新鮮部）

淡灰色火山礫凝灰岩（弱風化部）

凝灰角礫岩
（強風化部）

凝灰角礫岩（新鮮部）

ps-１弱面 pd系弱面
淡灰色火山礫凝灰岩（新鮮部）

変状弱面と重要な安全機能を有する施設との位置関係を評価するため，評価上の分布範囲として「変状弱面の分布評価範囲」を，以下のとおり設定する。

• ps-１弱面は，シームS-11延長上の段丘堆積物中の不連続面からシームS-11上盤の強風化部がシームS-11に接する範囲に限定して分布する（4.3章参照）。
• pd系弱面は，主としてps-１弱面下盤の成層構造が発達する部分の強風化部に分布が限定され，成層構造が発達する部分の下端までは分布しない（4.3章参照）。
•また，変状弱面は連続性の大きいps-１弱面とその付近に多く分布する連続性の小さいpd系弱面がセットで分布し，少なくともpd系弱面のみが分布することはない（

4.3章参照）。

•そこで，変状弱面のうち連続性の大きいps-１弱面に着目し，ps-１弱面の影響が及ぶ範囲を検討する。
• ps-１弱面の影響が及ぶ範囲は，①「シームが風化部下限と交差する位置」から②「強風化部中の成層構造が発達する部分の下限」までとして保守側に評価する。
•① 「シームが風化部下限と交差する位置」とは，変状の分布がシーム付近の強風化部の一部に限定されることを保守的に評価し，シームが弱風化部を含む風化

部下限と交差する位置とする。
•② 「強風化部中の成層構造が発達する部分の下限」とは，変状弱面は成層構造が発達する部分のうちシームS-11下盤の強風化部に限定される（4.3章参照）が保

守的に評価し，成層構造が発達する部分の下端までとする。ここで，成層構造が発達する部分は凝灰角礫岩上面までである。

•以上のことから，ps-１弱面の影響が及ぶ範囲を「変状弱面の分布評価範囲」とする。

4.4 変状弱面の分布評価範囲による基準適合性の評価（3/9）



（1）変状弱面の分布評価範囲（2/2）
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トレンチ・法面

敷地境界

大畑層分布境界

凡 例

シームS-11層準（FT5-3＊）が
第四系基底面，掘削面等に
現れる位置

シームS-11層準付近の変状弱面
の分布評価範囲

シームS-10が第四系基底面，
掘削面等に現れる位置

＊： シームＳ-11を挟在する細粒凝灰岩の
鍵層名。

変状弱面の
分布評価範囲

図２ 「変状弱面の分布評価範囲」 平面図

注） 本図のシームS-11層準（FT5-3＊）の位
置は，平成30年5月末時点での掘削面
の地質データに基づいて示した。
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敷地における変状弱面の分布評価範囲
を示す。

4.4 変状弱面の分布評価範囲による基準適合性の評価（4/9）



で示す箇所は，商業機密あるいは防護上の観点

から公開不可としているもので，白抜きとしてあります。

シームS-11層準付近の変状弱面
の分布評価範囲

変状弱面の分布評価範囲は，重要な安全機能を有する施設に位置しないことから，重要な安全機能を有する施設＊４

の基礎地盤には変状弱面は分布しない。

（cf断層系及びdF断層系）

（cf断層系，sF断層系及びdF断層系）

*１ 設置許可基準規則第三条の対象となる耐震重要施設
（間接支持構造物を含む）。

*２ 設置許可基準規則第三十八条の対象となる常設耐震重
要重大事故防止設備又は常設重大事故緩和設備が設
置される重大事故等対処施設
（特定重大事故等対処施設を除く）。

*３ シームＳ-11を挟在する細粒凝灰岩の鍵層名。
*４ 「実用発電用原子炉及びその附属施設の位置，構造及

び設備の基準に関する規則」の第三条の「耐震重要施
設」及び第三十八条の「重大事故等対処施設」をいう。

（sF-２断層系及びdF断層系）

(FT５-３＊３）

注１） 断層の分布はT.P.-14mにおける位置。
注２） 本図のシームS-11層準（FT5-3＊３）の位置は，平成30年5月末時点の掘削面の地質データに基づいて示した。なお，今後掘削する計画の軽油タンク，

第一フィルタベント建屋及び燃料補助建屋の部分については，構造物側面に沿って鉛直に掘削するものとして表示した。
注３） 海域のdF断層系の断層については，個別の断層名を区別せずに扱うが，識別する必要がある場合を踏まえ，dF-m1～dF-m4断層として記載する。

（2）重要な安全機能を有する施設との位置関係（1/3）
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4.4 変状弱面の分布評価範囲による基準適合性の評価（5/9）



軽油
タンク

取水路

T.P.+12m

第一フィルタベント建屋

X1’X1

S
N

シームS-11

シームS-10 南北断面（X1-X1’）

原子炉建屋
タービン建屋

S-11

S-10

シ ー ム S-11

シ ー ム S-10

ボーリング ボーリング（投影）

風化部（主に強風化部から成る）

風化部

拡大図

東西断面（Y1-Y1’）

燃料補助
建屋

W E

Y1 Y1’

コントロール
建屋

T.P.+12m

シームS-10

シームS-11原子炉建屋

0 10m

Qt-aℓ

（2）重要な安全機能を有する施設との位置関係(2/3)：原子炉建屋付近おける変状弱面の分布評価範囲の分布
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注１) ボーリングは工事着手前の原地形で掘削。
注２） 重要な安全機能を有する施設の埋戻し部については，MMR等で埋め戻す予定。

• 原子炉建屋付近の重要な安全機能を有する施設のうち，X1-X1’断面では軽油
タンクの南側側面に岩盤の風化部及びシームS-11が分布するが，既往ボーリン
グ等の調査結果によればシームS-11は風化部に接しないことから，側面に変状
弱面の分布評価範囲は分布しない（左上の拡大図参照）。したがって，X1-X1’
断面では重要な安全機能を有する施設の基礎地盤には変状弱面の分布評価範
囲は分布しない。

• Y1-Y1’断面では重要な安全機能を有する施設の基礎底面及び側面にはシーム
の露頭はないことから，重要な安全機能を有する施設の基礎地盤には変状弱面
の分布評価範囲は分布しない。

第804回審査会合
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※：変状弱面の分布評価範囲の詳細はP.4-104参照。

表土・ローム層

Ｍ１面段丘堆積物

地表

pd系弱面

易国間層（新鮮部）

成
層
構
造
が

発
達
す
る
部
分

易国間層
（弱風化部）

易国間層（強風化部）

易国間層（新鮮部）

新
鮮
部

風
化
部

変状弱面の分布評価範囲

ps-１弱面

変状弱面の分布評価範囲と重要な安全機能を有する施設の関係 概念図※

重要な
安全機能を
有する施設

4.4 変状弱面の分布評価範囲による基準適合性の評価（6/9）



W E

Y2 Y2’

空冷式発電機建屋

東西断面（Y2-Y2’）

軽油タンク（空冷式非常用
発電機用）（投影）

シームS-10

S-11

S-10

シ ー ム S-11

シ ー ム S-10

ボーリング ボーリング（投影）

風化部（主に強風化部から成る）

ボーリングコア風化部

南北断面（X2-X2’）

X2’

シーム
S-11

S

X2

T.P.+26m

N
緊急時対策棟

シームS-10

注１) ボーリングは工事着手前の原地形で掘削。
注２） 重要な安全機能を有する施設の埋戻し部については，MMR等で埋め戻す予定。

Iℓ-aℓt

Qt-te

Iu-ctf

Qt-te

（2）重要な安全機能を有する施設との位置関係(3/3)：
緊急時対策棟付近における変状弱面の分布評価範囲の分布

緊急時対策棟付近の重要な安全機能を有する施設の基礎地盤には変状弱面の分布評価範囲は分布しない。
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緊急時対策棟

T.P.+26m

軽油タンク（緊急時対策所
発電機用）（投影）
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• 変状弱面は，重要な安全機能を有する施設の基礎地盤に分布しないことから，
第四条＊の評価対象と判断される。

• 変状弱面は第四条＊対象であり，地下深部に続かず震源として考慮する活断
層に該当しない（4.1章（3）参照）。

(3) 基準適合性の評価

【第四条＊に関する検討】
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変状弱面は基準に照らして，重要な安全機能を有する施設の安全上問題とならない

4.4 変状弱面の分布評価範囲による基準適合性の評価（8/9）

*：実用発電用原子炉及びその附属施設の位置，構造及び設備の基準に関する規則（平成二十五年六月二十八日原子力規制委員会規則第五号）。



(1) 変状弱面の分布評価範囲

• ps-１弱面は，シームS-11延長上の段丘堆積物中の不連続面からシームS-11上盤の強風化部がシーム
S-11に接する範囲に限定して分布する。

• pd系弱面は，主としてps-１弱面下盤の成層構造が発達する部分の強風化部に限定して分布する。

• 変状弱面は，連続性の大きいps-１弱面とその付近に多く分布する連続性の小さいpd系弱面がセットで分
布し，少なくともpd系弱面のみが分布することはない。

• したがって，変状弱面のうち連続性の大きいps-１弱面に着目し，ps-１弱面の影響が及ぶ範囲を「変状弱
面の分布評価範囲」として，重要な安全機能を有する施設との位置関係を評価した。

(2) 重要な安全機能を有する施設との位置関係

• 変状弱面の分布評価範囲は重要な安全機能を有する施設に位置しないことから，重要な安全機能を有す
る施設の基礎地盤には変状弱面は分布しない。

(3) 基準適合性の評価 【第四条＊に関する検討】

• 変状弱面は重要な安全機能を有する施設の基礎地盤に分布しないことから，第四条＊対象と判断される。
• 変状弱面は第四条＊対象であり，地下深部に続かず震源として考慮する活断層に該当しない。
• したがって，変状弱面は基準に照らして，重要な安全機能を有する施設の安全上問題とならない。
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まとめ

4.4 変状弱面の分布評価範囲による基準適合性の評価（9/9）

*：実用発電用原子炉及びその附属施設の位置，構造及び設備の基準に関する規則（平成二十五年六月二十八日原子力規制委員会規則第五号）。
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1. 敷地の断層等の概要
1.1 敷地の調査

1.2 敷地の地形

1.3 敷地の地質・地質構造

1.4 敷地の断層等の分類

1.5 敷地の断層等の評価概要

1.5.1 断層等の活動性評価の考え方

1.5.2 断層等と重要な安全機能を有する施設との関係

1.5.3 断層等の総合評価

2. 断層

3. シーム

4. 後期更新世に生じた変状
4.1 変状の特徴と基準適合性の評価対象

4.2 変状弱面の形成メカニズムの検討

4.3 変状弱面の分布範囲の特定

4.4 変状弱面の分布評価範囲による基準適合性の評価

4.5 変状のまとめ

5. まとめ
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4.5 変状のまとめ

変状の評価

*： 実用発電用原子炉及びその附属施設の位置，構造及び設備の基準に関する規則（平成二十五年六月二十八日原子力規制委員会規則第五号）。

• 後期更新世に生じた変状（以下「変状」という。）は，地表付近におけるシームS-10，S-11付近の岩盤とその直上の段丘
堆積物に認められ，シーム等の既存の地質弱面を利用して，新たに岩盤の強風化部が上方に変位して形成されたもの
であり，シームの活動時期とは別の後期更新世に形成されたものであるため，シームと切り離して評価する。

• 変状は，後期更新世の変状形成時に変位を生じた地質弱面（以下「変状弱面」という。）によりもたらされたものであるこ
とから，変状弱面を基準適合性の評価対象とし，このうちシームS-10，S-11の一部を利用して形成された弱面をps系弱
面，一部の低角の変位を伴う不連続面を利用して形成された弱面をpd系弱面とし検討する。

• ps系弱面及びpd系弱面は，ノンテクトニックな要因で形成された非構造性のものと判断され，その分布はシーム付近の
強風化部の一部に限定される。新鮮部に分布せず地下深部に続かないため，震源として考慮する活断層に該当しない。

• ps-１弱面の分布はシームS-11延長上の段丘堆積物中の不連続面からシームS-11上盤の強風化部がシームS-11に接
する範囲に限定される。pd系弱面はps-１弱面とセットで分布し，その分布は主としてps-１弱面下盤の成層構造が発達
する部分の強風化部に限定される。このことから，ps-１弱面の分布に着目し，ps-１弱面の影響が及ぶ範囲を「変状弱
面の分布評価範囲」と設定し，変状弱面と重要な安全機能を有する施設との位置関係から基準適合性を評価する。

• 評価の結果，変状弱面は重要な安全機能を有する施設の基礎地盤に分布せず，第四条*対象である。

• 以上のことから，変状弱面は第四条対象であり，震源として考慮する活断層に該当しない。

• したがって，変状弱面は，重要な安全機能を有する施設の安全上問題とならない。よって，変状も安全上問題とならない。

• なお，重要な安全機能を有する施設は，十分な支持性能を持つ新鮮な岩盤又はMMR等に設置する計画としているため，
重要な安全機能を有する施設の基礎地盤には，変状弱面が露頭することはなく安全上問題とならない。
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敷地極近傍の断層

（敷地周辺の地質・地質構造
にて審議）

※２： 実用発電用原子炉及びその附属施設の位置，構造及び設備の基準に関する規則
（平成二十五年六月二十八日原子力規制委員会規則第五号）。

シームS-１～10，S-Om

総合評価

sF断層系※１

断層等の評価

dF断層系

各種調査項目 変動地形学的調査
（文献調査，空中写真判読等）

○断層地形の可能性がある地形の有無
○地すべり地形の有無

地質調査
（地表地質調査，ボーリング調査，試掘坑調査，トレンチ調査，掘削面調査）

○敷地内の断層の有無
○分布・性状等の確認

地球物理学的調査
（地表弾性波探査，反射法地震探査，重力探査）

○地下構造の確認
○深部の地震発生層から地表付近まで連続する断層の有無

変状弱面cf断層系 シームS-11

・sF-１断層
・sF-２断層系 〔sF-２-１～２-３〕

【第三条に関する検討】 cf断層系及びシームS-11は将来活動する可能性のある断層等に該当しない
【第四条に関する検討】 dF断層系，シームS-１～10，S-Om及び変状弱面は震源として考慮する活断層に該当しない

総合評価

第三条※２に関する検討

• 上載地層法による調査の結果，代表のcf-３断層には
後期更新世以降の活動なし 〔cf断層系〕

• 上載地層法で評価された断層との切断関係等による調
査の結果，後期更新世以降の活動なし 〔シームS-11〕

将来活動する可能性のある断層等に該当しない

第四条※２に関する検討

• 上載地層法による調査の結果，代表のdF-ａ断層には後期更
新世以降の活動なし 〔dF断層系〕

• 上載地層法で評価された断層との切断関係等による調査の
結果，代表のシームS-10には後期更新世以降の活動なし
〔シームS-１～10，S-Om〕

震源として考慮する活断層に該当しない

第四条※２に関する検討

• 調査の結果，変状弱面は，後期更新世の地層
に変位・変形を与えているものの，非構造性の
ものと判断され，その分布はシームS-10，S-11
付近の強風化部の一部に限定される。新鮮部
には分布せず地下深部には続かない。

震源として考慮する活断層に該当しない

敷地の断層等

活動性評価の検討対象とする
断層等の整理

重要な安全機能を有する施設の基礎底面又は側面における分布

分布する ・cf断層系（cf-１～３）
・シームS-11

分類と性状

cf断層系，dF断層系，sF断層系※１

シームS-１～11，S-Om

（見掛けの鉛直変位量１ｍ以上の断層）

（層面断層）

断層等 断層等（非構造性）

※１：sF断層系は重要な安全機能を有する施
設の基礎地盤には分布せず， sF-１断層
が敷地の外に続くことを確認したことから，
敷地極近傍の断層として扱う。

シームと変状弱面（後期更新世の変状形成時に変位を生じた地質弱面）とは，分布・性状に違いが認められ活動時期が異なると判断されることから，
区別して評価する。

変状弱面

分布しない

・dF断層系（dF-ａ～ｃ，df-1～５，海域のdF断層系）
・シームS-１～10，S-Om
・変状弱面（ps-１，２弱面，pd系弱面）

赤字：本日のご説明部分

（シームS-10，S-11付近の段丘堆積
物及び強風化部に分布，非構造性）
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